
 

６月朝会 「競うことの意味」について 
お伝えしたいことが多くて、６月朝会の話の紹介が今頃になってしまいました。６月朝会は「競うことの意味」に

ついてお話しました。運動会を終えて、子どもたちに「なぜ競うのか」を考えてほしかったからです。 

「何の目的のために競争しているのか、ちっとも分からずに競争することには何の価値も進歩もない」

私は、何年か前に作家の五味太郎さんのこの言葉を本で読み、妙に納得してしまいました。ゴールを「勝つこ

と」にしていると、勝ってそのとき嬉しいだけ、負けたらただがっかりしただけで、何も残らないなと思ったのです。 

勝つために自分はどうすればよいのか、自分がどうなりたいのか、何をめざすのか、自分の目標をもって、考え

てやってみることが競争することのよさなのではないでしょうか。ちょっとでもなりたい自分に近づけたなら、競争

した意味があったと思うのです。勝負の勝ち負けなんて小さいこと･･･という私も、子どもの頃それができていた

かというと微妙です。子どもの頃は必死で、大人になってから気付くことなのかもしれません。だからこそ、今まさ

に心も体も成長するこの時期の子どもたちに伝えたいと思いました。 

学校生活の中にも体育、マラソン、テスト･･･勝ち負けや点数、順位がつくことがたくさんあります。その学習が

終わったときにどんな自分になっていたいのか･･･・「なりたい自分を追い越せるか」が本当の競争なのかなと

思います。どんな学習も、ちょっと頑張れば達成できそうな「自分のゴール」にむかって、それぞれが選んだ方法

で歩み、なりたい自分を更新していってほしいです！ 
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